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年
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と
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ら
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す
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を
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。
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嵐
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＼
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」
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仮
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＼
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叶
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］
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－
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く
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J
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仁
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い
か
か
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れ
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な
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い
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収
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仏
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．
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①
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①
勝
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仲
介
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①
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川
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①
吉
田
伸
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間
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①
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①
軒
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ザ
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．
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迎
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U
T
F筏
術
が
あ
っ
て
始
め
て
応
用
技

術
が
生
き
て
く
る
の
で
す
。
基
幹
技
術
の

修
得
と
確
実
な
実
行
ζ
そ
、
二
割
増
産
、

古
訓
省
力
に
つ
な
が
る
大
き
な
役
割
に
な

る
め
で
す
ο

も
う
す
ぐ
一一一月
、
水
栴
極
，
l
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。
種
子
の
遜
額
、
消
毒
か

ら
椛
裂
に
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

納
干
の
円
以
百
は
、
的
ち
に
哨
肱
と
鮎
び

っ
く
の
で
す
。
前
代
半
作
で
す
。
本
国
面

的
の
＼
J
T九
%
の
同
組
の
出
口
問
は
昨
作
は

刈
明
で
あ

η
ま
し
た
が
、
的
代
作
り
は
伺

削
れ
良
ボ
円
か
ら
と
、
同
僚
併
に
な
る
技
術
に

対
し
、
徹
いほ
し
て
究
明
し
、
労
力
を
つ
ぎ
込

b
y」
と
だ
あ
る
“
省
力
の
美
名
に
ま
ど
わ

さ
れ
て
、
制限
併
と
な
る
技
術
面
を
お
ろ
そ

か
に
す
る
こ
と
か
一
番
恐
し
い
の
で
す
－L

的
代
段
式
は
、
時
代
の
進
歩
に
即
応
し

た
州
行
市
川
悼
式
が
健
泊
育
成
の
見
地
か
・
・り

部
し
い
の
で
す
3

仰
い
川
の
む
必
に

つ
い
て
ヘ
二

度
．
い
は
省
し

て
的
作
り
＆
し
℃
く
だ
ざ
J
o

緑
化
に
協
力
し
よ
う

苗
木
即
売
会
案
内

健
苗
と
は

上
発
根
力
の
大
な
る
苗
。

2
無
病
、
虫
害
の
な
い
苗
0

3
よ
く
整
っ
た
苗
で
あ
る
。

そ
の
他
罰
々
の
条
件
が
あ
る
が
、
少
く
と

も
右
の
三
条
件
が
必
要
で
あ
る
ζ

と
を
よ

く
考
え
て
、
さ
ら
に
、
他
の
条
件
具
備
に

努
め
て
く
．
た
さ
い
。
農
家
個
々
が
苗
代
作

り
を
す
る
に
む
だ
が
あ
る
乙
と
が
多
く
、

健
苗
が
で
き
難
い
人
は
共
同
育
甫
へ
踏
み

凶
っ
て
く
だ
さ
い
。
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岱
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♂
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れ
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い
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と
を
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、
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ま
た
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団
経
営

へ
の
第
一
次
段
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と
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、
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の
共
同
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簡
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年
乙
そ
実
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た
し
ま
し
ょ
う
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、
共
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林
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普
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日
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総
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マ
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火
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」
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劃

毎

月

＋

五

日

出
山
県
の
火
災
件
数
は
、
年
々
増
加
の

状
況
に
あ
り
、
火
災
の
現
象
も
死
傷
者
が

多
く
な
り
、
ま
た
消
火
し
に
く
く
、
し
か

も
燃
え
か
た
が
恩
く
、
非
常
に
危
険
性
が

尚
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
白
山
県
で
は

県
民

一
人
ひ
と
り
が
、
職
場
に
あ
る
と
家

峰
に
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
防
火
に
つ
い
て

U

責
任
を
も
っ
と
と
を
眼
同
に
、
毎
月
十
王

R
を
「
無
火
災
自
」
と
定
め
、
火
災
か
ら

尊
い
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
一
、
広
く
県

民
運
動
と
し
て
お
し
進
め
る
と
主
に
な
り

ま
し
た
。量

点
目
標

一
、
1

照
火
災
自
」
制
定
の
趣
旨
普
及
。

二
、
火
災
予
防
思
想
を
高
め
る
。

も
え
な
い
工
大
、
焼
か
な
い
注
意

三
、
家
庭
の
消
防
計
両
を
お
し
進
め
る
。
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一
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十
五
日
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気
記
念
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で
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明
治
十
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年
三
月
三
十
五
日

日
本
に
は
じ
め
て
電
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が
つ
け
ら
れ
た
目

で
す
。巾

な
る
開
明
か
内
、
産
業
発
展
の
動
力

と
し
て
、
人
類
の
生
活
文
他
を
支
え
、
そ

れ
を
推
進
す
る
屯
気

先
覚
お
の
倫
業
を
感
謝
し
、

便
利
な
抱

一
%
魚
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で
、
刊
か
な
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活
を
築
き
ま
し
ょ
一

久
J
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バ
ケ
ツ
に
二
杯
程
度
の
水
、
ま
た
は

小
型
消
火
器
を
用
意
し
て
お
く
c

2
万
一
火
事
に
な
っ
た
場
合
、
滑
防
署

へ
の
早
い
通
報
は
ど
の
よ
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す
る
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梢
防
自
動
車
が
く
る
ま
で
の
初
期
の

消
火
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

十
市
ハ
本
が
大
き
く
な
っ
た
ら
誼
鱒
は
ど

の
よ
う
に
す
る
か
。
特
に
老
人
、
病

人、

子
ど
も
nu
泣
慨
に
つ
い
て
、

な
ど
家
町
に
お
い
て
の
的
問
川
阿
を

w．

て
て
米
中
で
訴
し
あ
っ
て
お
く
。

刊
、
危
険
物
の
取
敏
い
や
、
特
殊
建
物
な

ど
の
防
火
依
制
を
強
め
る
。

宜
、
消
防
体
制
の
強
化
と
愚
前
を
関
る
。
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又
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。
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問
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